
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三三昭和60年 6月15日 Na1032 

市政だより
-人口の動き

(前月比〉
人口(男) 33. 065 + 246 
(女) 35. 956 + 239 
(計) 69. 021 + 485 

世帯数 20.705 + 179 
5月T日現在

間

w
g おやか

~第25回大村市子ども大会~
市内152子ども会から2300人ガ参加青空の下競技は駆けっこからスタ ト

お父さんあ白さんと力を合わせだ 子ども会対抗綱引き リレ などを行いましだ

頑張れ子供だち君たちが日本を担う21世紀は もうすぐやってくる

(5月26目、市営陸上競技場で〉

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮間③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版刷



(2) b むおお川昭和60年6月15日山川b 川川

市

変
更
後
の
記
載
例

従
来
め
大
字
、
小
字
の
呼
び
方
が

な
く
な
り
、
本
籍
地
、
住
所
、

土
地、

所
在
地
を
書
く
と
き
は
次
の
よ
う
に

統

一
さ
れ
ま
す
。

本
籍
地
・
住
所
な
ど
の
表
示

岩
松
郷
3
4
5
番
地
は
、

岩
松
町
3
4
5
番
地

土
地
・
建
物
の
表
示

岩
松
郷
字
岩
松
3
4
5番
は
、

岩
松
町
3
4
5
番

以
上
の
よ
う
に
本
籍
地
、
住
所
、

印
鑑
登
録
、
郵
便
な
ど
は
「

O
O番

地」
、土
地
建
物
な
ど
の
所
在
地
を
表

東側は概ね市道似回線および白鳥平農道

西側は久原二丁目および向木場町との町界

区域の概要

南側は鈴田川

北側は東大村一丁目との町界

むおお市政だより

町名

い

わ

ま

つ

ま

ち

岩

松

町

(3) 

東側は市道中里原郷線の一部およびダラ

パヤシ農道

わ
す
と
き
は

「
O
O番
」
と
な
り
ま

す
。住
所
は
新
町
名
と
地
番
を
明
確
に

書
き
、
枝
番
が
つ
い
て
い
る
場
合
に

は
落
さ
な
い
よ
う
に
正
し
く
書
い
て

く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
法

律
上
の
権
利
関
係
に
問
題
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

公
募
の
愛
更
手
続
き

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸
籍

簿
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
選
挙
人

名
簿
な
ど
各
種
台
帳
の
本
籍
、
住
所

は
、
市
役
所
で
書
き
替
え
ま
す
。

法
務
局
(
登
記
所
)
の
土
地
建
物
の

所
在
表
示
は
法
務
局
で
書
き
替
え
ま

す
。
な
お
、
登
記
権
利
者
の
住
所
変

更
の
必
要
が
あ
る
と
き
(
所
有
権
の

異
動
な
ど
)
や
、
会
社
な
ど
法
人
の

西側は概ね市道似回線および白鳥平農道

南側は鈴田川

北側は東大村一丁目と の町界

小ぉ

JII~ 
内ち

町2

西側は市道中里原郷線の一部およびダラ

パヤシ農道

南側は鈴田川

北側は東大村一丁目との町界

東側は諌早市との市境

平

町2

事
務
所
お
よ
び
そ
の
代
表
者
の
住
所

に
変
更
を
生
じ
た
場
合
は
、
関
係
者

か
ら
法
務
局
に
届
け
出
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
法
務
局
に

お
問
い
合
せ
く
、
だ
さ
い
。
届
出
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
長
が
住
所

玄
史
証
明
書
(
無
料
)
を
発
行
し
、
こ

れ
を
添
付
す
れ
ば
登
録
免
許
税
は
免

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
的
年
会
半
、

資
格
免
許
、

自
動
車
の
廃
車
な
ど
で

必
要
な
と
き
は
、
証
明
書
(無
料
)
を

町
名
町
界
整
理
室
に
請
求
し
て
く
だ

斗

C

3
0

地
番
の
一
部
変
霊

町
界
の
変
更
に
よ
り
、
地
番
に
数

字
で
な
い
符
号
を
用
い
た
り
、
地
番

が
復
雑
に
な

っ
て
い
る
場
合
に
は
、

や
む
を
得
、ず
従
来
の
地
番
を
変
更
し

て
あ
り
ま
す
の
で
関
係
す
る
人
は
、

東側は概ね現大里郷との大字界および市

道宮園城間線の一部

西側は海岸線

南側は農免道路

北側は鈴田川

東側は市道二本松今村線の一部および現

陰3

平2

田n

中里郷との大字界
大2
西側は概ね現陰平郷との大字界および市

新
旧
対
照
表
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
名
蛮
更
お
知
ら
せ
用

「
無
料
は
が
き
を
配
布

鈴
団
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
知
人
友

人
に
対
す
る
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

用
無
料
は
が
き
を
、
一
世
帯
初
枚
あ

て
町
務
連
絡
員
を
通
じ
配
布
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
整
理
区
域
の
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
新
旧
対
照
表
を
、
鈴
田
地

区
の
町
務
連
絡
員
お
よ
び
関
係
各
班

ま
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
鈴
田
地
区
以
外
の
人
で
、

詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
町
名
町
界

整
理
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道宮園城間線の一部

北側は鈴田川

東側は諌早市との市境

西側は市道二本松今村線の一部および現

大里郷との大字界

南側は現今村郷との大字界

南側は農免道路

里t

町E

中3

里i

町2
北側は鈴田川
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市民相談コーナー(広報公聴課)ですべ、で無料で行っています。お気軽にご相談くださ い。

10:00 

9:30 

10:00 

10:00 

10:00 

13:00 

( 4日

( 11日

( 17日

(23日

(24日

(26日

権 相 談

政相談

律相談

通事故相談

金相談

動産相談

人

行

法

交

年

不

ワ
月
の
定
例
相
談

保
険
料
の

⑧
納
付
は
お
済

⑧
み
で
す
か
・
:

⑧
 
⑩
 1
1
3
期
分

(
4
1
6

月
)
の
保
険
料
は
、
7
月

1
日
間
が
納
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一

の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら

れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
強
制
加
入
の
人
で
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
7
月
中
に
、
お
近
く
の
出
張

所
ま
た
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
印
鑑

を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

作

を

募

集

内
容

国
民
年
金
に
対
す
る
、
意
識

向
上
を
図
る
も
の

資
格

長
崎
県
内
に
住
ん
で
い
る
人

応
募
期
限

7
月
白
日
附

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
作
品
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

弁
暑
い
で
、
長
崎
県
国
民
年
金
課

(〒
側
長
崎
市
江
戸
町

2
1日
)

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

c 
ロロ



(4) b むおお1川 川川

国民年金還元融資で活躍する

o 
医
療
の
急
速
な
進
歩
、
高
度
化
に

対
応
す
る
た
め
、
市
立
病
院
は
年
次

計
画
で
医
療
機
器
の
整
備
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
白
年
度
は
、
超
音
波
診
断
装

置
な
ど
同
機
種

(
3
5
8
0
万
円
)

を
購
入
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
機
器
は
国
民
年
金
還
元

融
資
に
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
、
市

内
の
各
医
療
機
関
に
も
検
査
な
ど
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
立
病
院
で
は
、
「
日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い
人
や
主
婦
の
皆
さ
ん
に
好
評

で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

o o o 

す

H
U
H
H
6
月
刊
日
日
{
)
7
月
7
H
H
H
U

大
村
都
市
計
画
用
途
地
域
の
案
を
、

縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

都
市
計
画
用
途
地
域
案
を

け
縦
ト覧

し

縦

覧

の

期

間

6
月
M
日
開
1
7
月
7
日
間
ま
で

の
、
毎
日
、
午
前
8
時
初
八
万

1
午
後

5
時
(
土

・
日
曜
日
も
縦
覧
で
き
ま

す
)
場
所

企
画
課
(
市
役
所
内
)

(超音波診断装置)

暑
中
見
舞
は
が
き

発

売

開

始

6
月
日
日
か
ら
、
暑
中
見
舞
用
絵

入
り
は
が
き
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

は
が
き
の
裏
面
に
、
ほ
て
い
あ
お

い
、
か
き
氷
、
昆
虫
採
集
な
ど
、
夏

の
ひ
と
と
き
に
涼
風
を
届
け
る
よ
う

な
、
柔
ら
か
く
淡
い
タ
ッ
チ
の
夏
の

風
物
が
描
か
れ
で
い
ま
す
。

近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
、
切
手
類

売
り
さ
ば
き
所
で
、
お
早
目
に
お
求

め
く
だ
さ
い
。

幸
A
T

意

見

書

の

提

出

こ
の
縦
覧
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を

お
持
ち
の
人
は
、
縦
覧
期
間
の
聞
に

市
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

大
村
市
都
市
計
画
審
議
会
で
、
審
議

さ
れ
ま
す
。

提
出
先

企
画
課

昭
和
印
年
度
よ
り
、

育
児
休
業
牲
繭
金
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
制
度
と
は
:

乳
幼
児
を
持
つ
女
子
不
動
産
登
記
簿
や
商
業

・
法
人
登

労
働
者
が
希
望
し
た
場
記
簿
な
ど
の
謄
抄
本
交
付
、
閲
覧
、

合
、
職
場
で
の
身
分
や

証
明
な
ど
の
申
請
に
要
す
る
手
数
料

地
位
を
失
わ
な
い
で
、
は
、

7
月
1
日
か
ら
登
記
印
紙
で
納

一
定
期
間
、
休
業
し
て
育
児
に
専
念
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

登
記
印
紙
は
、

7
月
1
日
か
ら
郵

労
働
省
で
は
:
・

便
局
や
登
記
所
、
印
紙
売
り
さ
ば
き

育
児
休
業
制
度
の
普
及
促
進
を
図
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

る
た
め
に
、
育
児
休
業
奨
励
金
、
持
な
お
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
る

定

職

種

育

児

休

業

利

用

助

所

有

権

移

転

、

抵

当

権

設

定

、

成
給
付
金
を
支
給
し
て
い

1

J

会
社
の
設
立
、
取
締
役
な
ど

ま
す
。

-
r
h
v立

の
変
更
な
ど
の
登
記
の
申
請

』

t
L
F

ふ
A
U可
-

育
児
休
業
奨
励
金

昭
和

h
R
L
C
F
の
際
納
付
す
る
登
録
免
許
税

印
年
4
月
1
日
以
降
に

・
回
忌
い
丸
一

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
収
入

制
度
を
導
入
し
た
事
業

4
と

手

何

一

印

紙
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

主
に
は
、

一
企
業
当
り

~
、
、
一

ま
た
、

7
月
1
日
よ
り
、

〈中
小
企
業
〉初
年
次

ω

f

、1

登
記
簿
の
謄
抄
本
、
閲
覧
、

万
円
、

2
年
次

ω万
円

証

明

の

手

数

料

が

改

定

さ

れ

〈大
企
業
〉
初
年
次
犯
万
円
、

2
年

ま

す

。

次
お
万
円

詳

し

く

は

、

長

崎

地

方

法

務

局

大

特
定
職
種
皆
同
児
休
業
利
用
助
成
給
付

村
支
局
(
宮
②
2
5
4
7
)
へ
、
お

金

病
院
な
ど
を
経
営
す
る
事
業
主
尋
ね
く
だ
さ
い
。

が
、
看
護
婦
や
助
産
婦
な
ど
に
対

し
で
育
児
休
業
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
の
措
置
を
し
た
場
合
、

事
業
主
に
、
育
児
休
業
し
た
労
働

者
1
人
1
か
月
当
り
5
6
1
0
円

詳
し
い
こ
と
は
、
長
崎
婦
人
少
年

室

(
宮
長
崎
⑪
4
3
8
4
)
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

一
度
…

-
H
H
H
d
-

H
隼

m
H

…
業
…

日
+
小
H

H
B
U
H
 

----L，
.
 

…・
2
胃
…

登
記
関
係
手
数
料
の
納
付
は

登

記

印

紙

で

大村ヘ誘致しましょう県工業試験場を※みんなの力で
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日
同
包
曾
(
叫
フ
即
時
)

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

邑

該
当
す
る
幼
児

第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
M
l
刊
か
月
の
初
回
免
疫

が
完
了
し
て
い
な
い
幼
児

(
要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を

お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す
。

第

2
期
(
追
加
免
疫
者
)

第

1
期
3
回
目
接
種
後
ロ

i
四

か
月
に
至
る
期
間
の
幼
児

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に

1
回

接
種
し
ま
す
。

接
種
で
き
な
い
幼
児

O
熱
が
あ
る
幼
児

O
か
っ
け
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
疾
患
の
幼
児

O
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

お
願
い
体
温
を
必
ず
計
つ
で
き
て

く
だ
さ
い
。

※
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
(
二
種
)

第

2
期
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

この夏すっきりスマー卜に…・

むおお市政だより(5) 

三種混合予防接種目程

ZZZ L 士易 名 1回目 2同日 3回目

市役所・ 萱 瀬出張所 J1(火) 話 (火) % (火)

西大村コミュニティセンター
]，i(*) ~ (水) % (水)

三浦出張所・鈴田出張所

竹松出張所・福重出張所 J{(村 YI'(木) % (木)

中地区公民館・松原出張所 Ys(鉛 且%(釦 I%(制

. . ， . . 
-e . . . . 
6・. . 
‘ . . . . . ， 
s . 
-a . . 
-t . . . . -e s 
-. . . -， . . . . . . . . 
2 . . . . . 
-t . . . . . . 
‘ . . . . . . 
包. . . . 
-e . . . . . . . . . . . . . . . 
-g . . . . . -t . . . . -e g 
-. . 
--e g 
-. . . 
--t . . . . . ， 
g . ， . . . 
-t . . . --
‘ . . . . . 
g 
-e . . . . 
2 . . . . -e z . . . . -e g 
-. . --e . 

g a 白回
で頑張ってみませんか

生活・食事・運動など、毎回楽しい内容で勉強でき

ます。

月日 内 句'C会Zマ-

7・16 開講式、健康チェ ック、肥満度の出し方、体

(火) 重表のつけ方、体操

7・31 生活時間調査、交流会、講議「これからの健

体) 康法について」、体操

8・8 1単住80Kcalの食品量を覚えましょう、献立

(木) づくり、体操

8・29 500Kcalの食事の実習と試食、健康チェック、

(木) l反省会、閉講式

午後 1 時~ 3 時30分

※ 8月29日は、午前10時~正午

30~50歳で肥満で悩んでいる人、

肥満防止を考えている人

20人(定員になり次第、締め切

ります)

場所 コミュニティセンター

申込方法電話で、生活環境課衛生係

まで

6 月 15 日 (土)~ 7月5日制

時間

対象

..-= 
疋貝

申込受付
午後 2 時~3 時時間

O
貸
付
限
度
額

1
0
0
万
円

O
償
還
期
間

5
年
以
内

貸
付
利
率

O
住
宅
資
金

1
取
扱
い

金
融
機
関
の
利
率

O
生
活
資
金

1
年
日
%

取
扱
い
金
融
機
関
十
八
銀
行
、
親

和
銀
行
、
労
働
金
庫
、
長
崎
相
互

銀
行
、
九
州
相
互
銀
行
、
西
日
本

相
互
銀
行
の
県
内
の
各
本
・
支
自

問
い
合
わ
せ
先
各
金
融
機
関
、
県

勤
労
者
信
用
基
金
協
会
(
県
労
政

福
祉
課
内
、
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

道しるベ

放
置
自
転
車
を

整
理
し
ま
す

市
立
図
書
館
駐
輪
場
に
は
、
長
い

間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
自
転
車
が
、

放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
放
置
自
転
車
を
、
駐
輪
場
の

一
角
に
集
め
で
い
ま
す
。
心
あ
た
り

の
人
は
、

6
月
初
日
ま
で
に
、
生
活

環
境
課
交
通
防
犯
係
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
ま
で
に
届
け
出
の
な

い
自
転
車
は
、
遺
失
物
と
し
て
処
置

し
ま
す
。

アイ・ラフ・タウンの※下水道



(6) 

3
夏
は
食
中
毒
、
が
起
き
や
す
い
時
期
で
す

3

よ
く
洗
う
こ
と
。
も

し

指

に

傷

が

あ

で

す

。
毎
日
欠
か
さ
ず
熱
湯
消
毒
し
、

る
と
き
に
は
、
調
理
に
注
意
し
て
く
日
光
に
当
て
て
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

だ
さ
い
。
化
膿
し
た
傷
口
や
お
で
き

に
は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
ブ
ド

ウ
球
菌
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

魚
介
類
は
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
と
い

う
細
菌
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
細

菌
は
真
水
と
熱
に
弱
い
の
で
よ
く
木

洗
い
し
、
調
理
し
た
ら
早
め
に
食
べ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
た
い
て
い
の
細
菌
は
、
摂

氏
臼
度
以
上
の
熱
を
加
え
る
と
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
火
を
使
っ
て
調
理

を
す
る
食
品
は
、
十
分
に

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

b むお

夏
は
、
食
中
毒
-
を
引
き

こ
す
細
菌
が
、
繁
殖
し

や
す
い
時
期
で
す
。
昨
年

の
食
中
毒
発
生
件
数
を
み

る
と
、
約
6
割
が
夏
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
食
中
毒
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
食
品
衛
生
の
ポ
イ
ン
ト

を
改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

おl川

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

@

清
凄
②
じ
ん
速
③
加
熱
と
冷
却

が
、
食
中
毒
予
防
の
一
二
原
則
で
す
。

清
潔
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
手
を

台
所
用
品
を
清
潔
に

ま
な
板
は
細
菌
に
と
っ

て
格
好
の
内
す
み
か
山
で

す
。
特
に
包
丁
の
切
り
傷

の
中
に
入
り
込
ん
だ
細
菌

を
取
り
除
く
に
は
、
水
洗

い
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

使
用
前
後
は
よ
く
洗
い
、

熱
湯
を
か
け
る
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
天
気
の

よ
い
と
き
は
、
日
光
消
毒

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ふ
き
ん

・
台
ふ
き
ん
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
う
も
の

冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物

食
べ
物
は
、
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ

て
お
け
ば
腐
ら
な
い
ー
ー
と
安
心
し

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

細
菌
は
、
摂
氏
印
度
を
超
え
る
と

増
え
は
じ
め
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
庫
内

は
と
い
う
と
、
普
通
は
印
度
以
下
で

す
が
、
ド
ア
の
開
聞
が
ひ
ん
ぱ
ん
だ

っ
た
り
、
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
て

い
る
と
、
庫
内
の
温
度
は
上
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
冷
蔵
庫
の

中
で
も
、
も
の
は
腐
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。

表
彰
区
分

E
2表
彰

1
免
許
取
得
後
7
月
末
現

在
で
、
初
年
以
上
、
初
年
以
上

で
初
年
以
上
の
人
は
同
年
以
ト
し

の
市
表
彰
を
受
け
て
い
る
人

(
自
動
二
輪
免
許
以
上
)

市
表
彰

1
免
許
取
得
後
7
月
末
現

在
で
、
凶
年
以
上
、
日
年
以
上
、

初
年
以
上
、
お
年
以
L
L
、
初
年

以
上
の
人
(
免
許
の
種
類
、
は
問

い
ま
せ
ん
)

資
格

免
許
取
得
後
、
継
続
し
て
自

動
車

(
原
付
、
小
特
を
合
む
)
の

運
転
に
従
事
し
、
自
己
の
責
任
に

よ
る
交
通
事
故
歴
が
過
去

(
7
月

末
)
叩
年
以
上
な
く
、
交
通
違
反

そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当
る
犯

罪
行
為
が
過
去

(
7
月
末
)

5
年

以
上
な
い
こ
と
。

申
請
提
出
期
限

7
月
日
日
開

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事
故

無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

7
月
5
日
働
ま
で
に
、

表
彰
上
申
書
に
無
事
故
無
違
反
証

明
書
交
付
手
数
料
一
部
3
0
0
円

を
添
え
で
交
通
安
全
協
会
に
提
出

さ
れ
た
人
に
限
り
、
証
明
書
交
付

手
続
を
代
行
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村
市
交

通
安
全
協
会
(
宮
①

9
8
8
9
)

大相線
*松原駅でも乗車券を発売

特急券や寝台券、定期券も発売

しでいます。ご利用くださいO

女ナイスミディパス発売中

3日間、国鉄全線乗り放題.グ

詳 しくは、大村駅へO

*長崎県一周よい子の旅

旅行日 (1班)7月25日(木 (2班)7月26日制

定 員 各班480人(定員になり次第、締め切ります)

費用 子供:4.200円大人:6.200円

申込先 大村駅 (ft② 36 0 0) 

宵てよう撮るう守るう



b 川刊川1111川

夏
は
交
通
事
故
よ
り
こ
わ
い

子
供

「
泳
ぎ
に
い
っ
て
く
る
よ
」

母

「車
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」

夏
の
畳
間
の
会
話
で
す
。
で
も
、

ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
夏
に

限
る
と
、
交
通
事
故
死
よ
り
水
の
事

故
死
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
も
う
一
言
「
泳
ぐ
場
所
に
も

気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」
と
つ
け
加
え

て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
夏

(
6
月

1
8月
)に
、
水

の
事
故
で
死
亡
し
た
り
行
方
不
明
に

むおお市政だより(7) 

な
っ
た
子
供
(
中
学
生
以
下
)
は
、

3
0
3
人
で
し
た
。
こ
の
時
期
に
交

通
事
故
で
死
亡
し
た
十
五
歳
以
下
の

子
供
は
、

2
0
2
人
。

こ
う
し
た
子
供
の
水
難
事
故
の
約

日
割
は
保
護
者
が
そ
ば
に
い
な
い
と

き
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

体
の

7
割
は
、
波
の
荒
い
海
や
流
れ

の
速
い
川
な
の
に
遊
泳
禁
止
な
ど
の

水
難
防
止
措
置
が
取
ら
れ
て
い
な
い

場
所
で
起
き
て
い
ま
す
。

密
集
し
た
場
所
だ
と
火
の
粉
が
屋
根

に
落
ち
た
り
、
周
り
の
板
壁
に
飛
ん

だ
り
し
て
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り

宇
土
9
0
特
に
、
近
く
に
紙
く
ず
や
枯
木
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
、
よ

く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

行
大
人
の
注
意
力
が

事
故
を
防
ぐ

子
供
た
ち
を
水
の
犠
牲
者
に
し

な
い
た
め
に
保
護
者
や
大
人
は
、
次

の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

大」い
。

マ
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び

に
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き
は
保

ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な
ど
は
、

花
火
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
大
人
も
一
緒
に

子
供
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
る
と
、

万

一
紙
く
ず
に
火
が
燃
え
移
つ
で
も

適
切
な
措
置
が
と
れ
な
か

っ
た
り
、

服
に
火
が
着
い
て
や
け
ど
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き

に
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ

，「ノ
。

3
説
明
書
き
は
必
ず
読
む

在
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必
ず

説
明
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

花
火
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
い
方
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
か
つ
こ
う

護
者
や
大
人
が
必
ず
同
伴
す
る
。

特
に
、
幼
児
が
い
る
場
合
は
、
常

に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

マ
雨
降
り
の
後
な
ど
で
川
や
用
水
堀

が
増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
子
供

た
ち
を
近
づ
け
な
い
よ
う
注
意
す

λ

回。

マ
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
安
全

な
場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
す
る
。

マ
家
の
近
く
に
さ
く
や
ふ
た
の
な
い

用
水
堀
や
た
め
池
が
あ
る
と
き
は
、

す
ぐ
に
そ
の
管
理
者
に
申
し
出
て
、

さ
く
や
ふ
た
を
し
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
。

を
し
て
い
て
も
、
手
に
持
っ
て
楽
し

め
る
も
の
と
、
地
面
に
立
で
な
け
れ

ば
危
険
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数

本
ま
と
め
て
火
を
つ
け
た
り
す
る
と

大
変
危
険
で
す
。

4
近
く
に
水
の
入
っ
た

バ
ケ
ツ
を
置
く

花
火
の
燃
え
が
ら
を
確
実
に
消
す

に
は
水
が

一
番
で
す
。
そ
の
た
め
に

水
を
は
っ
た
、
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
燃

え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ
チ
は
必
ず
こ

の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
万

一
、
紙

く
ず
に
火
が
移
っ
た
と
し
て
も
、
こ

の
水
を
か
け
れ
ば
直
ち
に
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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7 国 @ 回 白 お 巴ク 2クg C二コ
1日 安産教室 市役所健康相談室 9 : 30~11 :30 16日 乳幼児健康相談 鈴田出張所

(月) (③ 9:30まで) ⑪母子健康手帳、ズボン (火) ⑤ 9:30~ 11 :00 ⑫乳幼児

一般健康相談 市役所健康相談室13:00 ~ 16 : 00 
17日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00~ 16:00 

@<i)血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定
(水) ⑩入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

⑬みそ汁(汁のみそか々 )
18日 機能訓練根気の会

2日 乳幼児発達健診 保健所 ⑤ 9:30~ 1O :00
(木) 福祉センタ ー 13 : 30~ 1 5 : 30 

伏) ⑩乳幼児の身体発育面、精神発達面に不安を持
@個別相談、生活訓練ほか

19日 成人の健康相談 福祉セ ンタ- 13 : 00 ~ 15 : 00 
っている人

(釦 ⑫⑩...5日(制と同じ

乳幼児健康相談 福重出張所 21日 当番医

⑤13: 30~ 15: 00 (ゆ乳幼児 (日) (内・小)長崎医院 寿古郷 E①8615

3日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町 宮②4330

(水) ⑩はじめて母親となる心得、Qf:/I反中の保健 22日 乳幼児健康相談 三浦出張所

4日 機能訓練根気の会 福祉センタ -1 3:30~15 :30 (月) ⑨ 9:30~ 11 :00 ⑪乳幼児

(木) @健康相談、レクリエーション、健康体操など 24日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

5日 成人の健康相談 福祉セ ンタ- 1 3:00~ 15:00 (水) の乳幼児の環境と性格、家族計画

(釦 ⑩40歳以上(主婦・ 自営業者など)iAt血圧測定ほか 25日 3歳児健康診査 コミュニティセ ンター

7日 当番医 (木) ⑧ 9:30~ 1O :00 、 1 3: OO~ 13: 30 

(日) (内・小)寺井医院玖島郷 宮② 35 7 4 ⑪昭和 57年 1 月生まれ (56年 7 月 ~12 月生ま れ

(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目 宮②3070 でまだ受けていない人も受診して ください)

9日 育児相談 保健所 ⑬母子健康手帳、問診票

(火) ⑧ 9:30~ 10:00 ⑪育児に不安を持っている人 26日 1歳6か月児健康診査

10日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00~ 16: 00 (釦 コミュニティセンタ ー ③13 : OO~ 13: 30 

(水) (ゆ妊阪中の栄養、お産について、妊婦体操ほか ⑪@"'12日(釘と同じ

12日 1歳6か月児健康診査 28日 当番医

(釦 コミュニティセンター ③13: OO~ 13: 30 (日) (内・胃)藤井内科医院 東本町宮②3878

⑬昭和58年1 2 月生まれ (58年7 月 ~11 月生まれで、 (整)橋口整形外科医院竹松本町宮⑤8739

まだ受けていない人も受診しで ください)
略号の説明

⑮母子健康手帳、問診票、お子さ んの歯ブラ シ
⑭・・・対象となる人

14日 当番医
③・・受付

(日) (内・小)朝長医院杭出津2丁目 E④5000
⑮…持ってくるもの

(皮・泌)黒木泌尿器科医院 西大村本町宮④0211
@<i)・・・内容

15日 成人の健康相談 竹松出張所 13:30~15:00 

(月) @血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定
当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

⑮みそ汁(汁のみ少々)

りむおお川川11

ー
子
供
た
ち
に
幸
せ
を

i

日
時

6
月
幻
日
也
、
午
後
1
時
1

2
時
初
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師

さ
え
ぐ
さ
小
児
科
医
院

七
種
啓
行
先
生

(
前
国
立
長
崎

中
央
病
院
第

一
小
児
科
医
長
)

内
容
・

赤
ち
ゃ
ん
の
め
ざ
め

-
新
生
児
医
療
の
過
去
・
現
在
・
未

来
(
小
児
科
医
は
歳
の
独
り
言
)

ftW4070 (毎週火・金曜日、午前10時~午後5時)

安
い
掛
金
、
大
き
な
保
障

市
民
交
通
障
害
保
隙

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
ご
加
入
は

お
済
み
で
す
か
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
い
つ

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

受
付
は
、
生
活
環
境
課
お
よ
び
各

出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

掛
金
は
1
口
月
刊
円
で
1
人
2
口

ま
で
掛
け
ら
れ
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
つ
い
て
の

お
尋
ね
は
、
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
(
宮
③

4
1

1
1

内
線
2
2
4
)

※子育て電話相談室
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中
国
駐
長
崎
総
領
事
ガ
来
大
(
V
A

市
役
所
)

王
振
宇
総
領
事
ら
4
入、ガ
、
領
事
館
開
設
あ
い

さ
つ
の
だ
め
市
役
所
を
訪
問
。
王
総
領
事
は
、

「
空
港
の
あ
る
大
村
市
は
、
中
国
と
の
大
切
な
窓

口
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
だ
。

(9) 

「危険個所を視察(%市内)

十梅雨入りを前に¥市長ら関係者ガ市内の危険箇所

V を視察し、 対策を協議しました。
「弘、一一￥+噌~--

8月1日(宵まつり) ; 

2日~3日(本まつり);

おおむら音頭コンテスト出場連 2
1 チーム 5~30人程度 i 

美しい大村遣を守りましょう(%大村運)

大村湾をきれいにする会(会長・戸島市長〉

ガ、対立湾を船上視察し水質調査などを行

いましだ。まだ¥本年度を“大村湾対策元

年"と位置(寸け、本格的な水質浄化10か年

計画のスタートの年とし、抜本的なクリ

ン作戦を展開して行きます。皆さんのご協

力をお願いします。

9局@crJaJ
7月1日目)までです

ゆかだ美人コンテスト

年齢は問いません

なわとび大会

団体一-オチーム15人

個人...小学6年生以下

お洗たく

ア月10巳(水)

僕らの海を

出后申込期限

申し込み・問い合わせ先

夏越しまつり協賛会事務局 (ft②2580)

※石けんで



(10) b むお

~手続きをお忘れなく~

内
歳
の
誕

生
日
を
迎
え

た
人
、
ま
た

臼
歳
以
上
の

寝
た
き
り
の

人
は
老
人
保

健
の
適
用
を

受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

老
人
保
健

で
は
、
外
来

受
診
の
場
合

1
か
月
側
円
、
入
院
の
場
合
、
最
初
の

2
か
月
だ
け
1
日
制
円
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
診

療
を
受
け
る
に
は
健
康
手
帳
(
医
療

受
給
者
証
を
含
む
)
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
福
祉
課

福
祉
係
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

河
歳
に
な
っ
た
と
き

保
険
証
を
添

え
で
刊
歳
に
達
し
た
こ
と
を
届
け

山

μ
ヲ令
。

日
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
と
き

国

民
年
金
証
書
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
医
師
の
診
断
書
に
保
険
証

を
添
え
て
申
請
す
る
。

ま
た
、
す
で
に
老
人
保
健
の
適
用

を
受
け
て
い
る
人
も
次
の
よ
う
な
場

合
届
け
出
で
く
だ
さ
い
。

死
亡
し
た
と
き

死
亡
の
届
け
出
義

お

お年寄りの医療は

三重E妻重重量E董聖三

'"川

務
者
が
、
死
亡
し
た
人
の
健
康
手

帳
を
添
え
て
届
け
出
る
(
凶
日
以

内
)

市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

保
険
証
を
添
え
て
届
け
出
る
(
凶

日
以
内
)

市
外
へ
転
出
す
る
と
き

健
康
子
帳

を
添
え
て
届
け
出
る

市
内
転
居
し
た
と
き

健
康
手
帳
を

添
え
て
届
け
出
る
(
凶
日
以
内
)

氏
名
を
変
更
し
た
と
き

健
康
手
帳

を
添
え
て
届
け
出
る
(
日
日
以
内
)

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

生
活
保
護
開
始
決
定
通
知
書

に
健
康
手
帳
を
添
え
て
届
け
出
る

交
通
事
故
で
老
人
保
健
を
使
っ
て
受

診
し
た
と
き

健
康
手
帳
を
添
え
て

届
け
出
る
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

心
理
治
療
専
門
講
座

期
日

6
月
幻
日
制

i
n
日
間

場
所

コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大

学
教
授

ロ
ジ
ャ
ー

-
カ
ミ
ン
グ

先
生
、
准
教
授
マ
リ
ゴ

・
タ
ナ

カ

・
ゴ
l
ジ
ュ
先
生

受
講
寄
稿

教
育
、
相
談
、
児
童
福

祉
、
医
療
、
精
神
衛
生
の
専
門
職

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村
子
供
の
家
(
宮
①

8
3
1
9
)

γV
ツ
ρρ
守、

-
y
J
j
 

グ
ン
明
、ぺ
/

重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
に

入
浴
担
架
な
ど
を
追
加

追
加
用
具
・
対
象
と
な
る
人

級
以
上
で
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

盲
人
用
体
温
計

視
覚
障
害
2
級
以

l
シ
ョ

ン
、
緊
急
連
絡
な
ど
の
手

上
(
盲
人
の
み
の
世
帯
お
よ
び
こ
段
と
し
て
必
要
性
が
あ
る
と
認
め

れ
に
準
ず
る
世
帯
)

ら
れ
る
も
の

(
帯
電
話
に
よ
る
ゴ
ミ

入
浴
担
架

下

肢

ま

た

は

体

幹

機

能

ュ

ニ

ケ

l
シ
ョ
ン
な
ど
が
困
難
な

障
害
2
級
以
上

(入
浴
に
当
っ
て
、

人
の
み
の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準

家
族
な
ど
他
人
の
介
助
を

要

す

る

ず

る
世
帯
)
で
、
所
得
税
非
課
税

人

に

限

る

)

世

帯

に

属

す

る

も

の

ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス

(貸
与
)

聴

覚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
音
声
、
言
語
機
能
障
害
3

福
祉
課
福
祉
係

働
受
通
遺
児
育
英
会
の

奨
学
生
を
募
集

自
動
車
事
故
や
踏
切
事
故
な
ど
、

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
が
原
因
で

死
亡
し
た
人
や
、
重

い
後
遺
障
害
が

あ
る
人
の
子
供
で
、
経
済
的
に
修
学

が
困
難
な
人
に
対
し
、
学
資
お
よ
び

入
学
一

時
金
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

貸
与
さ
れ
た
学
資
は
、
卒
業
後
に

返
還
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
ど
き
は
、

か
び
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
と
は
い

っ
て
も
、
最
近
は
、
冷
蔵
庫
の
普

及
で
、
昔
の
よ
う
な
毒
々
し
い
ア

カ
や
7
オ
の
か
び
を
見
る
こ
と
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
梅
雨
の
終
わ
っ
た

あ
と
、
夏
の
土
用
(
立
夏
の
前
旧

日
間
。

7
月
勾
日
ご
ろ
が
入
り
)

に
は
、
土
用
干
し
、
虫
干
し
な
ど

と
い
っ
て
、

十伏
類
や
書
物
を
風
に

あ
て
、
日
に
干
す
習
慣
が
あ
り
ま

し
た
。戸
障
子
を
開
け
は
な
し
、

綱
を

張
っ
て
衣
類
を
満
艦
飾
の
よ
う
に

干
し
た
り
し
た
も
の
で
す
。
最
近

は
、
こ
う
し
た
光
景
も
あ
ま
り
見

園
歳
時
記
・
び

カミ

い
ま
す
。

対
象

高
校
生
、
高
専
生
、
大
学
生

出
願
期
限

O
大
学
奨
学
生
(
来
生
度
進
学
希
望

の
人
)

1

6
月
初
日
間

O
高
校
・
高
専
奨
学
生

1
い
つ
で
も

出
願
で
き
ま
す
。

※
出
願
書
類
は
、
各
学
校
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
課
児
童
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(毎週月 ・水・金曜日、午前9時~午後3時、福祉センタ-)

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
か
び
と
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
い
ろ
い
ろ

な
縁
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
酒
、
み
そ
、

か
つ
お

ぶ
し
、
抗
生
物
質
な
ど
も
あ
る
種

の
か
び
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
か
び
に
は

い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
、

人
間
に
と
っ

て
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
も
あ
る
わ
け

で
す
。

※心配ごと相談日
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デ
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⑨
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テ
ン
ト
の
張
り
方
、
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
立
て
方
、
上
手
な
炊
飯

の
仕
方
、
楽
し
い
ゲ

l
ム
の
取
り

入
れ
方

講
師

県
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、

市
子
ど
も
会
連
合
会

受
講
料

無
料

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
所
属
を
記
入
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
一
Tm幸
町

お

1
お
)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申
込
期
限

6
月
お
日
州

長
崎
県
美
術
協
会

お

お

む

ら

展

県
美
術
協
会
員
の
優
秀
な
作
品
を

一
同
に
集
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
鑑
賞
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期
間

6
月
初
日
附

1
初
日
岡

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品

洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写
真
、

そ
の
他
地
元
会
員
の
彫
塑
、
工
芸

入
場
料

無
料

夏

季

卓

球

大

会

7
月
比
日
側
、
午
前
9
時
初

場日
所 分 時

市
民
体
育
館

競
技
種
目

中
学
男
子
、
中
学
女
子
、

一
般
男
子
A

(
高
校
を
含
む
)
、
一

般
男
子

B

(初
心
者
)
、
一
般
女
子

(
高
校
・婦
人
を
含
む
)
の
各
シ
ン

グ
ル
ス
、
男
子
、
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子

ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

ま
た
は
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

人
参
加
料

中
学
シ
ン
グ
ル
ス
制
円
、

高
校
・
一般
シ
ン
グ
ル
ス
側
円
、

中
学
、
ダ
ブ
ル
ス
側
円
、
高
校

・
一

般
ダ
ブ
ル
ス
蜘
円

申
込
先

大
村
卓
球
協
会
(
〒
邸
玖

島
郷
姉
番
地
、
朝
長
靖
彦
あ
て
)

申
込
期
限

7
月
7
日
間
必
着

※
ダ
ブ
ル
ス
を
含
み

l
人

2
種
目
ま

で
参
加
で
き
ま
す
。

参
/
加
者
は
必
ず
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ezam
を
募
集

和

裁

グ

ル

フ

初
心
者
も
和
裁
の
イ
ロ
ハ
か
ら
勉

強
で
き
ま
す
。

定
例
日

毎
週
火
曜
日
、
午
前
日
時

ー
正
午

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月

1
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
③
1
8
7
6
(島
田
)

a
a留
守
政
⑤

一一-zzi--川

i
i放
虎
原
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
+
j
山

運
営
委
員
で
あ
る
学
校
、
P
T
A
、

町
内
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
人
た

ち
の
協
力
の
お
か
げ
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

川

非
行
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
、

校
区
内
の
街
角
比
か
所
に
「
育
て

少
年
健
か
に
」
「
町
ぐ
る
み
み
ん
な

で
つ
も
う
非
行
の
芽
」

の
標
語
の

立
看
板
を
掲
げ
、

青
少
年
を
監
視

叩

す
る
と
い
い
つ
よ
り
、
温
か
い
心
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。

-ま
た
、
広
報
紙
「
ほ
う
こ
」
を
全

家
庭
に
配
布
す
る
な
ど
、

「非
行
防

止
の
第

一
歩
は
、

青
少
年
を
理
解

す
る
こ
と
か
ら
」
と
、
い
ろ
ん
な

面
で
努
力
し
、
前
進
し
て
い
る
健

川

全
協
で
す
。

叩

板

川

看

川

守一

川

る

川

キ
J

川

カび呼

酬

を成

川

古田一全

叩

健

"

喝、、、yavノθ 
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市
の
中
央
部
に
位
置
し
、
空
港

に
隣
接
す
る
放
虎
原
小
学
校
区
は
、

7
町
内
、

約

2
0
0
0
世
帯
で
構

成
さ
れ
、
小
学
生
約

7
0
0人、

中
主
山
校
生
が
共
に
約

3
0
0人
の

校
区
で
す
。

心
配
す
る
程
の
遊
技
場
や
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
は
少
な
く
、
最
近
で

は
、
非
行
問
題
も
少
な
く
な

っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
戦
後
の
新
興
住
宅
街
で

あ
り
、
農
家
や
農
地
が
多
い
関
係

で
、
街
灯
が
少
な
い
の
が
悩
み
の

種
で
す
。

こ
の
健
全
協
も
発
足
し
て

3
年

程
と
な
り
、
何
と
か
活
動
も
順
調

に
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

だ
J
1
j
d

コミ ュニティセンター)( 6 月 22 日②、午後 2 時~3 時30分、※市民映画会
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家
屋
の
一
斉
調
査
を
実
施

納
税
者
(
固
定
資
産
所
有
者
)
の

皆
さ
ん
に
公
平
に
課
税
す
る
た
め
、

家
屋
の
一
斉
調
査
存
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
地
区

市
内
全
域

※
調
査
を
す
る
町
内
に
は
、
町
務

連
絡
員
を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

調
査
期
間

7
月
上
旬
l
m月
下
旬

※
通
常
の
家
屋
調
査
に
つ
い
て
は
、

一
斉
調
査
の
期
間
も
併
行
し
て
実

施
し
ま
す
。

市
営
住
宅
既
存
空
家
の

入

居

者

を

募

集

場
所

池
田
ア
パ
ー
ト

(
第
一
種
)

戸
数

2
戸

間
取
り

6

・
6

・
5
(洋
)

家
賃

1
万
3
0
0
0
円

捷
一
理

中
層
耐
火
構
造
4
階
建

町城一一
一
酉んやち子

こ
幸
白

首
室
需
期
間

6
月
初
日
嗣
l
m
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
住
宅
係

※
資
格
に
つ
い
て
制
約
が
あ
り
ま
す
。

県
立
大
村
病
院
(
旧
東
浦
病
院
)が

移

転

(中村
はかむら

し

ま

す

県
立
大
村
病
院
が
新
築
移
転
し
ま

す。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
市
民
参

観
日
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多

数
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

移
転
日

6
月
幻
日
制

移
転
場
所

蔦
川
内
郷
抑
番
地
2
、

宮
③
3
1
0
3

診
療
開
始

7
月
1
日
嗣

市
民
参
観
日

6
月
幻
日

ω、
午
前

日
時
1
午
後
3
時

国
立
長
崎
中
央
病
院

看
護
婦
(臨時
)を
募
集

募
集
人
員

若
干
名

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
長
崎
中
央
病
院
看
護
部
長
室

(〒
制
久
原
二
丁
目

l
o
o
l
-

-、

宮
②
3
1
2
1
)

自

衛

官

募

集

①
一
般
幹
部
侯
補
生

資
格

大
学
卒
業
者
(
見
込
み
を
合

む
)
で
お
歳
未
満
の
男
子

※
大
学
院
修
士
課
程
終
了
者
(
見

込
み
存
含
む
)
は
お
歳
未
満

受
付
期
限

7
月
6
日
川

試
験

7
月
日
日
制

試
験
場

大
村
駐
屯
地

①
二
等
陸
海
空
士

資
格

四
歳
iμ
歳
未
満
の
男
子

ご
寄
付

ご
線
建

受
付

常
時

※
試
験
日
・
場
所
は
、
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村
首
左
前
事
務
所(包
②
6
2
1
7
)

あ
り
が
と
う
と
ぎ
い
ま
し
た

マ
滝
口
果
(
武
部
町
・
亡
妻
道
子
)

叩
万
円

《香
典
返
し
V

敬
称
略

福
祉
基
金
ヘ

マ
丞
国
光
(
平
小
川
郷

・
亡
母
ケ

サ
)

3
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

す
山
口
ト
ミ
子
(
大
川
田
町
・
亡

夫
善
幸
)
5
万
円

マ
酒
井
一
郎
(
大
里
郷
・
亡
長
男

正
二
)
初
万
円

マ
棚
橋
シ
ズ
コ
(
荒
瀬
郷
・

亡
夫

.金
松
)
5
万
円

マ
鬼
塚
ヒ
サ
エ
(
松
並
1
丁
目
・

亡
夫
直
人
)

3
万
円

マ
波
戸
し
く
(
大
川
田
町
・

亡
姉

徳
村
ツ
イ
)
初
万
円

マ
宮
原
純
敏
(
小
路
口
本
町

・
亡

母
久
保
シ
モ
)

5
万
円

〈
一
般
寄
付
》
敬
称
略

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

マ
大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ー

視
聴
覚
教
育
機
器
一
式
(
卯
万
円

相
当
)

清
和
国
ヘ

マ
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卯
初
旬

マ
三
期
会
1
リ
ン
ゴ
日
・

5
匂

マ
山
田
ヒ
サ
子
(
長
崎
市
)
貝
細
工

判
V

問
凹

F

，i
，ea--

マ
鈴
田
婦
人
会
1
い
ち
ご
5
同

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
窓
拭
き

ほ
か

マ
中
島
・
岩
井
・
末
永
理
容
院
l
理

{
査
奉
仕

大
村
東
彼
地
区

保
健
衛
生
連
絡
協
議
会

女
子
事
務
員
を
募
集

募
集
人
員

1
人

資
格

高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

し
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

申
込
期
限

6
月

m日
ω

申
込
方
法

履
歴
書
(
自
筆
)
弁
工
人

村
東
彼
地
区
保
健
衛
生
連
絡
協
議

会
(
大
村
保
健
所
内
、

宮
③
2
1

9
3
)

ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(6 /28~ 7 月 2 日、 11 日 ~16 日、 20 日 ~24 日 )

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
板
谷
ツ
イ
(
本
町
・
亡
夫
安
治
)

大
村
子
供
の
家
へ
叩
万
円

マ
プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
1
大
村
パ
l
ル
ハ
イ
ム
ヘ
パ

ッ
ト
5
本
ほ
か

マ
天
理
教
諌
早
支
部
l
光
と
緑
の

園
ヘ
園
丙
清
掃
ほ
か

マ
南
地
区
民
生
委
員
協
議
会
1
鈴

田
の
里
学
園
へ
作
業
奉
仕
ほ
か

マ
禿
た
か
(
中
岳
郷
)
慈
恵
荘
へ

1
万
円

マ
岩
崎
電
器

1
古
川
青
年
壮
ヘ
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
1
ムロ

マ
本
経
寺
1
慈
恵
荘
へ
か
し
わ
餅

問
団

マ
花
満
l
慈
恵
荘
へ
花
6
束
ほ
か

マ
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
、
向
陽
高
校
衛
生
看
護
専
攻

科
l
慈
恵
荘
へ
運
動
会
手
伝
い

※ 7月の大村ポー ト
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